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弾性表面波（SAW）を利用すると，液滴搬

送が可能となる 1．筆者等は，SAW による液滴

搬送面にセンサを集積化したデジタル式マイ

クロ流体システム（DMFS）を提案している 2．

DMFS 上で液滴がどこにあるか知ることがで

きれば，操作しやすくなる．液滴位置検知法と

して，Renaudin らは液滴からの反射を利用し

た位置検知法を提案している 3．反射メカニズ

ムについては解明しておらず，基準液滴と測定

対象液滴それぞれからの反射波の時間差によ

り位置検出している．そこで，本研究では，液

滴から反射が生じるメカニズムについて検討

した． 

伝搬面上に液滴がある場合とない場合の反

射を観測したところ，図 1 のような応答が得ら

れた．この反射波の現れる時間は，水量に応じ

て変化することが明らかになった（図 2）．こ

のことから，空気/液滴界面で反射しているの

ではなく，液体中に放射された縦波が液滴内を

伝搬し，再度 SAW として IDT 方向へ伝わるこ

とを明らかにした，この現象を利用することに

より，液滴位置だけでなく，液量や濃度も計測

可能であることがわかった． 
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図 1 反射波観察結果．（a）液滴がない場合，

（b）液滴がある場合． 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 液適量と反射波ピーク時間の関係． 
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